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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素が行列状に配列された画素部と、
　前記画素部の列に対応して設けられた読み出し線と、
を有する固体撮像装置であって、
　前記複数の画素の各々は、
　入射光を光電変換する光電変換素子と、
　一方の主電極が前記読み出し線と接続され、前記光電変換素子に基づく検出信号をゲー
ト電極に受けて増幅する増幅トランジスタと、
　一方の主電極が前記光電変換素子と接続され、他方の主電極が前記増幅トランジスタの
ゲート電極と接続されるとともに、前記光電変換素子と前記増幅トランジスタのゲート電
極との導通または非導通を切り替える転送トランジスタと、
　一方の主電極が前記増幅トランジスタのゲート電極および前記転送トランジスタの他方
の主電極とに接続されたリセットトランジスタと、
　一方の主電極が前記増幅トランジスタの他方の主電極と接続されるとともに、導通また
は非導通に切り替わる選択トランジスタと、を備え、
　前記画素部の同一行に設けられた複数の前記画素の前記選択トランジスタは共通の信号
によって制御されるとともに、
　前記画素部の同一行に設けられた複数の前記画素の前記転送トランジスタおよびリセッ
トトランジスタは画素毎にそれぞれ異なる信号によって制御され、
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　前記画素から光電変換に基づく信号を前記読み出し線に読み出す場合に、前記選択トラ
ンジスタが非導通の状態で前記転送トランジスタおよび前記リセットトランジスタが同時
に導通された後に、前記転送トランジスタおよび前記選択トランジスタが同時に導通され
る動作が前記画素部の同一行の前記画素の各々について順次行われ
　さらに、前記画素部の同一行に設けられた複数の前記画素はそれぞれ蓄積時間が異なる
こと
を特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　複数の画素が行列状に配列された画素部と、
　前記画素部の列に対応して設けられた読み出し線と、
を有する固体撮像装置であって、
　前記複数の画素の各々は、
　入射光を光電変換する光電変換素子と、
　一方の主電極が前記読み出し線と接続され、前記光電変換素子に基づく検出信号をゲー
ト電極に受けて増幅する増幅トランジスタと、
　一方の主電極が前記光電変換素子と接続され、他方の主電極が前記増幅トランジスタの
ゲート電極と接続されるとともに、前記光電変換素子と前記増幅トランジスタのゲート電
極との導通または非導通を切り替える転送トランジスタと、
　一方の主電極が前記増幅トランジスタのゲート電極およびと前記転送トランジスタの他
方の主電極とに接続されたリセットトランジスタと、
　一方の主電極が前記増幅トランジスタの他方の主電極と接続されるとともに、導通また
は非導通に切り替わる選択トランジスタと、を備え、
　前記画素部の同一行に設けられた複数の前記画素の前記選択トランジスタは共通の信号
によって制御されるとともに、
　前記画素部の同一行に設けられた複数の前記画素の前記転送トランジスタおよびリセッ
トトランジスタは画素毎にそれぞれ異なる信号によって制御され、
　前記画素から光電変換に基づく信号を前記読み出し線に読み出す場合に、前記選択トラ
ンジスタが非導通の状態で前記転送トランジスタおよび前記リセットトランジスタとが同
時に導通される動作が前記画素部の同一行の前記画素の各々について順次行われた後に、
前記画素部の同一行の複数の前記画素について前記転送トランジスタおよび前記選択トラ
ンジスタが同時に導通され、
　さらに、前記画素部の同一行に設けられた複数の前記画素はそれぞれ蓄積時間が異なる
こと
を特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　複数の画素が行列状に配列された画素部と、
　前記画素部の列に対応して設けられた読み出し線と、
を有する固体撮像装置であって、
　前記複数の画素の各々は、
　入射光を光電変換する光電変換素子と、
　一方の主電極が前記読み出し線と接続され、前記光電変換素子に基づく検出信号をゲー
ト電極に受けて増幅する増幅トランジスタと、
　一方の主電極が前記光電変換素子と接続され、他方の主電極が前記増幅トランジスタの
ゲート電極と接続されるとともに、前記光電変換素子と前記増幅トランジスタのゲート電
極との導通または非導通を切り替える転送トランジスタと、
　一方の主電極が前記増幅トランジスタのゲート電極および前記転送トランジスタの他方
の主電極とに接続されたリセットトランジスタと、
　一方の主電極が前記増幅トランジスタの他方の主電極と接続されるとともに、導通また
は非導通に切り替わる選択トランジスタと、を備え、
　前記画素部の同一行に設けられた複数の前記画素の前記リセットトランジスタは共通の
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信号によって制御されるとともに、
　前記画素部の同一行に設けられた複数の前記画素の前記転送トランジスタおよび選択ト
ランジスタは画素毎にそれぞれ異なる信号によって制御され、
　前記画素から光電変換に基づく信号を前記読み出し線に読み出す場合に、前記転送トラ
ンジスタおよび前記選択トランジスタとが同時に導通される動作が前記画素部の同一行の
前記画素の各々について順次行われた後に、前記画素部の同一行の複数の前記画素につい
て前記選択トランジスタが非導通の状態で前記転送トランジスタおよび前記リセットトラ
ンジスタが同時に導通され、
　さらに、前記画素部の同一行に設けられた複数の前記画素はそれぞれ蓄積時間が異なる
こと
を特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像を処理するための撮像装置及びそれを用いた撮像システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
撮像装置の一つとして、セル単位に増幅装置を設けた増幅型撮像装置が提案されている。
この装置は、各セルにフォトダイオードを設け、そこで検出した電荷をＭＯＳ構造のトラ
ンジスタで増幅するものである。図１８は、撮像装置の従来の構成を示す図である。図１
８では例として、入射光の光電変換、蓄積、増幅をおこなう４×３のマトリクスが示され
ている。ここで、フォトダイオード７０は入射光を光電変換、蓄積する素子であり、セル
・アンプ７１はフォトダイオード７０で発生した光電荷のリセット、光電荷の電圧変換、
およびマトリクス構成の特定セルからの信号電圧読み出しをおこなう。マトリクス上のセ
ルの特定は、垂直駆動部７２から水平アドレス線７５へ供給される行選択信号、および水
平駆動部７３から水平出力選択トランジスタ７７へ供給される列選択信号によりなされる
。
【０００３】
セル・アンプ７１は、図２０のように選択トランジスタ８１、光電荷リセット・トランジ
スタ８０、およびフォトダイオードに接続されその検出信号を増幅する増幅トランジスタ
８２より構成される。
【０００４】
図１９は図１８、２０の如く構成される撮像装置を動作させるタイミング・チャートであ
る。先ず、水平アドレス線７５を図１９のＳＧ７５（１）のようにハイ・レベルにすると
、このラインの垂直選択トランジスタ８１がオンする。この時に読み出し線７４には、フ
ォトダイオード７０に接続された増幅トランジスタ８２のゲートの光電荷に応じた電圧が
垂直信号線７４に現れる。次いで、水平駆動部７３から水平選択信号ＳＧ７７（１）を水
平出力選択トランジスタに印加し信号出力線７８へ信号を出力する。同様に、ＳＧ７７（
２），ＳＧ７７（３）－の信号に同期した電圧信号を１水平ライン分だけ水平信号線７８
から順次取り出す。１ライン分の信号の読み出しが終わったあとでリセット線７６をハイ
・レベルにするリセット信号ＳＧ７６（１）を印加し、このラインのリセット・トランジ
スタ８０をオンして光電荷をリセットする。
【０００５】
上記動作を、行毎に順次続けることにより、マトリクスのすべての信号を読み出すことが
できる。
【０００６】
図２１は、上述した撮像装置３３を用いた撮像システムの構成例である。ここで、４はこ
の撮像装置の電力供給を賄う電池の如き電源である。そして、１はレンズである。撮像素
子３３は上述したように、レンズ１によって結像された光信号を電気信号に変換する。５
はこの電気信号を自動的に適性値に増幅するＡＧＧアンプであり、６はそのアナログ信号
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をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器である。７は画像信号の加工処理や適当なフォー
マットへの変換をおこなう信号処理部分である。３９はこの撮像素子の制御を司るＣＰＵ
であり、３８はＣＰＵ３９からの制御信号により各機能ブロックの動作タイミングを発生
するＴＧである。
【０００７】
なお、光量は光電荷の蓄積時間とその出力信号の平均値により定量的に求める方法が知ら
れている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記に説明した従来の撮像装置では行毎にリセット及び読み出しが同時に
行われている。そのために、同じ行に存在する複数の画素間でリセットを行う時期や読み
出しを行う時期をずらすようなことは出来ず、従来の撮像装置ではさまざまな面で制約を
受けることになる。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記に示した課題を解決するためのもので、入射光を光電変換する光電変換
素子と、前記光電変換素子から光電変換出力を受け増幅して出力する増幅トランジスタと
、前記増幅トランジスタの入力部をリセットするリセットトランジスタと、からなる単位
画素を行方向および列方向に複数配置して形成された撮像装置において、
　同じ行に配置された複数の前記画素の蓄積時間をそれぞれ独立に制御可能な制御手段を
有することを特徴とする撮像装置を提供する。
　また本発明は、その制御手段が、前記画素からの出力を行毎に読み出す手段と、
　同じ行に配置された複数の前記画素の前記リセットトランジスタをそれぞれ独立に制御
する手段とを有することを特徴とする撮像装置を提供する。
【００１０】
また上記に記載の撮像装置と、前記撮像装置に供給する電力の残量を検出する検出手段と
、前記検出手段で検出された情報に基づいて前記撮像装置内の制御手段を制御する処理手
段とを有する撮像システムを提供する。
【００１１】
また、上記の記載の撮像装置と、前記撮像装置内の複数の前記画素のそれぞれの露光量を
検出する露光量検出手段と、前記露光量検出手段で検出された情報に基づいて前記撮像装
置内の制御手段を制御する処理手段とを有する撮像システムを提供する。
【００１２】
また、上記に記載の撮像装置と、撮像領域の被写体の動きを検出する動き検出手段と、前
記動検出手段で検出された情報に基づいて前記撮像装置内の制御手段を制御する処理手段
とを有する撮像システムを提供する。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を図面を用いて説明する。
【００１４】
（第１の実施形態）
図１は、本発明の第１の実施形態を示す撮像装置の図である。図１では例として、４×３
のマトリクスが示されている。ここで、フォトダイオード７０は入射光を光電変換、蓄積
する素子であり、セル・アンプ７１はフォトダイオード７０で発生した光電荷のリセット
、光電荷の電圧変換、およびマトリクス構成の特定セルからの信号電圧読み出しをおこな
う。マトリクス上のセルの特定は、垂直駆動部７２から水平アドレス線７５へ供給される
行選択信号、および水平駆動部７３から水平出力選択トランジスタ７７へ供給される列選
択信号によりなされる。
【００１５】
セル・アンプ７１は、図２０のように選択トランジスタ８１、光電荷リセット・トランジ
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スタ８０、およびフォトダイオードに接続されその検出信号を増幅する増幅トランジスタ
８２より構成される。ここで、フォトダイオード７０とセルアンプ７１で１画素が形成さ
れている。本実施例では、、光電荷のリセットをおこなう信号線７６が７６（１－１），
７６（１－２）および７６（１－３）のように複数本設けられている。
【００１６】
図２は図１のように構成される撮像装置を動作させるタイミング・チャートの１例である
。先ず、リセット・トランジスタリセット線７６（１－１）をハイ・レベルにするリセッ
ト信号ＳＧ７６（１－１）を印加し、光電荷リセット・トランジスタ８０をオンして光電
荷をリセットする。つぎに水平アドレス線７５を図２のＳＧ７５（１）のようにハイ・レ
ベルにすると、このラインの選択トランジスタ８１がオンする。この時に読み出し線７４
には、フォトダイオード７０に接続された増幅トランジスタ８２のゲートの光電荷に応じ
た電圧が現れる。次いで、水平駆動部７３から水平選択信号ＳＧ７７（１）を水平出力選
択トランジスタに印加し信号出力線７８へ信号を出力する。１画素分の信号の読み出しが
終わったあとで、リセット・トランジスタリセット線７６（１－１）をハイ・レベルにす
るリセット信号ＳＧ７６（１－２）を印加し、次の画素の光電荷リセット・トランジスタ
８０をオンして光電荷をリセットする。同様に、上記動作を順次繰り返し、１水平ライン
分の信号を水平信号線７８から順次取り出す。さらに、上記動作を行毎に順次続けること
により、マトリクスのすべての信号を読み出すことができる。
【００１７】
上記図２に示したような動作に水平アドレス線７５とリセット線７６（１－Ｘ）のタイミ
ング調整を行うことにより、１回の撮像で撮影した時間がそれぞれ異なる複数の画像を得
ることが可能となる。
【００１８】
図３は図１のように構成される撮像装置を動作させるためのタイミングチャートの別の１
例である。先ず、リセット・トランジスタ線７６（１－１）をハイレベルにするリセット
信号ＳＧ７６（１－１）を印加し、光電荷リセットトランジスタ８０をオンして光電荷を
リセットする。次に、リセットトランジスタ線７６（１－２）をハイレベルにするリセッ
ト信号ＳＧ７６（１－２）を印加し、光電荷リセットトランジスタ８０をオンして光電荷
をリセットする。このように順次リセットを行い１行中すべてのリセットが終わった後に
、水平アドレス線７５（１）をハイレベルにするリセット信号ＳＧ７５（１）を印加し、
１水平ライン分のそれぞれのフォトダイオードの信号を読み出す。そして、水平駆動部７
３から水平選択信号ＳＧ（１）、ＳＧ（２）・・・と順次に水平出力選択トランジスタに
印加し信号出力線７８へ順次出力する。この動作をすべての水平ラインで繰り返し、マト
リクスのすべての信号を読み出す。
【００１９】
蓄積時間の開始はリセットが行われた後なので、上記図３に示したような１画素毎リセッ
トの開始時間をずらした動作を行うことにより、１画面から異なる露光時間の信号を読み
出すことが可能となる。
【００２０】
（第２の実施の形態）
図４は、本発明の第２の実施形態を示す図である。図４では例として、入射光の光電変換
、蓄積、増幅をおこなう４×３のマトリクスが示されている。ここで、フォトダイオード
７０は入射光を光電変換、蓄積する素子であり、セル・アンプ７１はフォトダイオード７
０で発生した光電荷のリセット、光電荷の電圧変換、およびマトリクス構成の特定セルか
らの信号電圧読み出しをおこなう。マトリクス上のセルの特定は、垂直駆動部７２から水
平アドレス線７５へ供給される行選択信号、および水平駆動部７３から水平出力選択トラ
ンジスタ７７へ供給される列選択信号によりなされる。
【００２１】
セル・アンプ７１は、図２のように選択トランジスタ８１、光電荷リセット・トランジス
タ８０、およびフォトダイオードに接続されてその検出信号を増幅する増幅トランジスタ
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８２より構成される。ここで、フォトダイオード７０とセル・アンプ７１で１画素が形成
されている。但し、本実施例では、水平アドレスをおこなう信号線７５が７５（１－１）
，７５（１－２）および７５（１－３）のように複数本設けられている。
【００２２】
図５は図４のように構成される撮像装置を動作させるタイミング・チャートの１例である
。先ず、水平アドレス線７５を図５のＳＧ７５（１－１）のようにハイ・レベルにすると
、このラインの選択トランジスタ８１がオンする。この時に読み出し線７４には、フォト
ダイオード７０に接続された増幅トランジスタ８２のゲートの光電荷に応じた電圧が現れ
る。次いで、水平駆動部７３から水平選択信号ＳＧ７７（１）を水平出力選択トランジス
タに印加し信号出力線７８へ信号を出力する。１画素分の信号の読み出しが終わったあと
で、ＳＧ７５（１－１）をオフにした後、ＳＧ７５（１－２）をハイ・レベルにする。次
いで、水平駆動部７３から水平選択信号ＳＧ７７（２）を水平出力選択トランジスタに印
加し信号出力線７８へ信号を出力する。同様に、上記動作を順次繰り返し、１水平ライン
分の信号を水平信号線７８から順次取り出す。１ライン分の信号の読み出しが終わったあ
とでリセット線７６をハイ・レベルにするリセット信号ＳＧ７６（１）を印加し、このラ
インのリセット・トランジスタ８０をオンして光電荷をリセットする。さらに、上記動作
を行毎に順次続けることにより、マトリクスのすべての信号を読み出すことができる。
【００２３】
蓄積時間の終了は読み出しが開始される時なので、上記図４に示したような１画素毎の読
み出し開始時間を異ならせた動作を行うことにより、１画面から異なる露光時間の信号を
読み出すことが可能となる。
【００２４】
また、図４のように構成される撮像装置で例えばＳＧ７５（１－１）を印加し、ＳＧ７５
（１－２）を印加しないような動作を行うことにより、１画面中で任意の画素からの信号
を読み出すことが可能となる。
【００２５】
（第３の実施の形態）
図１は、本発明の第３の実施形態を示す撮像装置の図である。図６では例として、４×３
のマトリクスが示されている。ここで、フォトダイオード７０は入射光を光電変換、蓄積
する素子であり、セル・アンプ７１はフォトダイオード７０で発生した光電荷のリセット
、光電荷の電圧変換、およびマトリクス構成の特定セルからの信号電圧読み出しをおこな
う。マトリクス上のセルの特定は、垂直駆動部７２から水平アドレス線７５へ供給される
行選択信号、および水平駆動部７３から水平出力選択トランジスタ７７へ供給される列選
択信号によりなされる。
【００２６】
図７のように、セル・アンプ７１で、８３は、ＰＤ７０で蓄積された電荷を増幅ＭＯＳト
ランジスタ８２のゲートを浮遊構造としたフローティング・デフュージョン（以下、ＦＤ
と略す）に転送する為の電位障壁操作用転送ゲートの役割りを果たす転送ＭＯＳトランジ
スタである。また、８０は該ＦＤ７０の電荷を同様の作用により、リセットする為のリセ
ットトランジスタである。そして、ライン選択用のＭＯＳトランジスタとして８１が設け
られている。なお、これらのＭＯＳトランジスタのゲートは、各々、ＰＤ７０の電荷を転
送する転送信号線８６、ＦＤをリセットするリセット信号線７６、および選択信号線７５
に接続されている。
【００２７】
ここでフォトダイオード７０とセル・アンプ７１で１画素が形成される。但し、本実施例
では、光電荷のリセットをおこなう信号線７６が７６（１－１），７６（１－２）および
７６（１－３）のように複数本設けられている。
【００２８】
図８は図６のように構成される撮像装置を動作させるタイミング・チャートの１例である
。先ず、リセット・トランジスタリセット線７６（１－１）と転送信号線８６（１－１）
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をハイ・レベルにするリセット信号ＳＧ７６（１－１）、転送信号ＳＧ８６（１－１）を
印加し、光電荷リセット・トランジスタ８０と転送トランジスタ８３をオンして光電荷を
リセットする。つぎに転送信号ＳＧ８６（１－１）と水平アドレス線７５を図２のＳＧ７
５（１）のようにハイ・レベルにすると、このラインの選択トランジスタ８１がオンする
。この時に読み出し線７４には、フォトダイオード７０に接続された増幅トランジスタ８
２のゲート電圧の光電荷に応じた電圧が現れる。次いで、水平駆動部７３から水平選択信
号ＳＧ７７（１）を水平出力選択トランジスタに印加し信号出力線７８へ信号を出力する
。１画素分の信号の読み出しが終わったあとで、リセット・トランジスタリセット線７６
（１－２）と転送信号線８６（１－２）をハイ・レベルにするリセット信号ＳＧ７６（１
－２）、転送信号ＳＧ８６（１－２）を印加し、次の画素の光電荷リセット・トランジス
タ８０と転送トランジスタ８３をオンして光電荷をリセットする。同様に、上記動作を順
次繰り返し、１水平ライン分の信号を水平信号線７８から順次取り出す。さらに、上記動
作を行毎に順次続けることにより、マトリクスのすべての信号を読み出すことができる。
【００２９】
上記図８に示したような動作に水平アドレス線７５、転送信号ＳＧ８６（１－Ｘ）、およ
び、リセット線７６（１－Ｘ）のタイミング調整を行うことにより、１回の撮像で時間が
それぞれ異なる複数の画像を得ることが可能となる。
【００３０】
図９は図６のように構成される撮像装置を動作させるためのタイミングチャートの別の１
例である。先ず、リセット・トランジスタ線７６（１－１）、転送信号線８６（１－１）
をハイレベルにするリセット信号ＳＧ７６（１－１）、転送信号ＳＧ８６（１－１）を印
加し、光電荷リセットトランジスタ８０、転送トランジスタ８３をオンして光電荷をリセ
ットする。次に、リセットトランジスタ線７６（１－２）、転送信号ＳＧ８６（１－２）
をハイレベルにするリセット信号ＳＧ７６（１－２）、転送信号ＳＧ８６（１－２）を印
加し、光電荷リセットトランジスタ８０、転送トランジスタ８３をオンして光電荷をリセ
ットする。このように順次リセットを行い１水平ラインすべてのリセットが終わった後に
、転送信号８６（１－１），８６（１－２），８６（１－３）、および水平アドレス線７
６（１）をハイレベルにする信号ＳＧ８６（１－１），ＳＧ８６（１－２），ＳＧ８６（
１－３），および、ＳＧ７５（１）を印加し、１水平ライン分のそれぞれのフォトダイオ
ードの信号を読み出す。そして、水平駆動部７３から水平選択信号ＳＧ（１）、ＳＧ（２
）・・・と順次に水平出力選択トランジスタに印加し信号出力線７８へ順次出力する。こ
の動作をすべての水平ラインで繰り返し、マトリクスのすべての信号を読み出す。
【００３１】
蓄積時間の開始はリセットが行われた後なので、上記図９に示したような１画素毎リセッ
トの開始時間をずらした動作を行うことにより、１画面から異なる露光時間の信号を読み
出すことが可能となる。
【００３２】
（第４の実施形態）
図６は、本発明の第４の実施形態を示す図である。図では例として、入射光の光電変換、
蓄積、増幅をおこなう４×３のマトリクスが示されている。ここで、フォトダイオード７
０は入射光を光電変換、蓄積する素子であり、セル・アンプ７１はフォトダイオード７０
で発生した光電荷のリセット、光電荷の電圧変換、およびマトリクス構成の特定セルから
の信号電圧読み出しをおこなう。マトリクス上のセルの特定は、垂直駆動部７２から水平
アドレス線７５へ供給される行選択信号、および水平駆動部７３から水平出力選択トラン
ジスタ７７へ供給される列選択信号によりなされる。
【００３３】
図７のように、セル・アンプ７１で、８３は、ＰＤ７０で蓄積された電荷を増幅ＭＯＳト
ランジスタ８２のゲートを浮遊構造としたフローティング・デフュージョン（以下、ＦＤ
と略す）に転送する為の電位障壁操作用転送ゲートの役割りを果たす転送ＭＯＳトランジ
スタである。また、８０は該ＦＤ７０の電荷を同様の作用により、リセットする為のリセ
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ットトランジスタである。そして、ライン選択用のＭＯＳトランジスタとして８１が設け
られている。なお、これらのＭＯＳトランジスタのゲートは、各々、ＰＤ７０の電荷を転
送する転送信号線８６、ＦＤをリセットするリセット信号線７６、および選択信号線７５
に接続されている。
【００３４】
ここでフォトダイオード７０とセルアンプ７１で１画素が形成されている。但し、本実施
例では、水平アドレスをおこなう信号線７５が７５（１－１），７５（１－２）および７
５（１－３）のように複数本設けられている。
【００３５】
図１１は図１０のように構成される撮像装置を動作させるタイミング・チャートの１例で
ある。先ず、水平アドレス線７５，転送信号線８６を図１１のＳＧ７５（１－１），ＳＧ
８６（１）のようにハイ・レベルにすると、選択トランジスタ８１，転送トランジスタ８
３がオンする。この時に読み出し線７４には、フォトダイオード７０に接続された増幅ト
ランジスタ８２のゲート電圧の光電荷に応じた電圧が現れる。次いで、水平駆動部７３か
ら水平選択信号ＳＧ７７（１）を水平出力選択トランジスタに印加し信号出力線７８へ信
号を出力する。１画素分の信号の読み出しが終わったあとで、ＳＧ７５（１－１）をオフ
にした後、ＳＧ７５（１－２），ＳＧ８６（１－２）をハイ・レベルにする。次いで、水
平駆動部７３から水平選択信号ＳＧ７７（２）を水平出力選択トランジスタに印加し信号
出力線７８へ信号を出力する。同様に、上記動作を順次繰り返し、１水平ライン分の信号
を水平信号線７８から順次取り出す。１ライン分の信号の読み出しが終わったあとでリセ
ット線７６，転送信号線８６をハイ・レベルにするリセット信号ＳＧ７６（１），転送信
号ＳＧ８６（１－１），ＳＧ８６（１－２），ＳＧ８６（１－３）を印加し、このライン
のリセット・トランジスタ８０，転送トランジスタ８３をオンして光電荷をリセットする
。さらに、上記動作を行毎に順次続けることにより、マトリクスのすべての信号を読み出
すことができる。
【００３６】
蓄積時間の終了は読み出しが開始される後なので、上記図１０に示したような１画素毎の
読み出し開始時間を異ならせた動作を行うことにより、１画面から異なる露光時間の信号
を読み出すことが可能となる。
【００３７】
また、図１０のように構成される撮像装置で例えばＳＧ７５（１－１），ＳＧ８６（１－
１を印加し、ＳＧ７５（１－２），ＳＧ８６（１－２）を印加しないような動作を行うこ
とにより、１画面中で任意の画素からの信号を読み出すことが可能となる。
【００３８】
実施形態３又は４においては１水平ラインで共通の転送信号線にして、ＩＤによる識別選
択信号又はＩＤによる時系列信号によって１水平ライン中の転送トランジスタ８３を個々
に独立に制御するようにしてもよい。
【００３９】
また、実施形態１～４で、１水平ライン中のリセットトランジスタ８０、選択トランジス
タ８１はそれぞれ複数のリセット信号線、水平アドレス線によって個々に独立に制御され
ているが、１水平ラインでそれぞれ共通のリセット信号線、選択信号線にして、ＩＤによ
る識別選択信号又はＩＤによる時系列信号によって１水平ライン中のリセットトランジス
タ８０、選択トランジスタ８１を個々に独立に制御するようにしてもよい。
【００４０】
また、実施形態１又は２で用いた撮像装置及び実施形態３又は４で用いた撮像装置では、
リセットトランジスタ８０、選択トランジスタ８１のいずれか１方が画素毎に独立に制御
されているが、１つの撮像装置内にリセットトランジスタ８０、選択トランジスタ８１の
両方ともに画素毎に独立に制御できるように、１水平ラインのリセットトランジスタ８０
、選択トランジスタ８１を制御するための複数のリセット信号線、水平アドレス線を設け
ても良い。またＩＤによる識別選択信号又はＩＤによる時系列信号によって１水平ライン
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中のリセットトランジスタ８０、選択トランジスタ８１を個々に独立に制御するようにし
てもよい。
【００４１】
上記説明したように、画素毎にリセットトランジスタ８０、選択トランジスタ８１の両方
を制御できるようにすることによって、例えば画素毎の露光量を変化させること等がさら
に正確に行える。
【００４２】
また、上記実施形態１～４の撮像装置内の画素は図６又は図２０に示した構成に限るもの
ではなく、フォトダイオードをリセットするための手段と、フォトダイオードの信号を読
み出すための手段を持つ画素であればよい。
【００４３】
また、上記実施形態１～４においては、リセットトランジスタがリセット手段に、選択ト
ランジスタが読出手段に、垂直駆動部が制御手段にそれぞれ相当している。
【００４４】
（実施形態５）
本実施形態では、上記実施形態１～４で説明した撮像装置を消費電力の軽減の目的のため
の用途に用いた撮像装置について説明する。
【００４５】
図１２は、上述した上記実施形態１、２又は３、４で用いた撮像装置５３を用いた撮像シ
ステムの構成例である。ここで、４はこの撮像システムの電力供給を賄う電池の如き電源
である。そして、１はレンズである。撮像装置３３は上述したように、レンズによって結
像された光信号を電気信号に変換する。５は電気信号を自動的に適正値に増幅するＡＧＣ
アンプであり、６はそのアナログ信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器である。７
は画像信号の加工処理や適当なフォーマットへの変換をおこなう信号処理部分である。５
９はこの撮像システムの制御を司るＣＰＵであり、５８はＣＰＵ３９からの制御信号によ
り各機能ブロックの動作タイミングを発生するＴＧ（タイミングジェネレータ）である。
本実施例では省電力モード信号を受けて、図１３に示す５８内の垂直読み出しプログラマ
ブルタイミング制御部２１、水平読み出しプログラマブルタイミング制御部２０およびリ
セットプログラマブル制御部２３に光量に応じたタイミングを上記のように設定する。こ
れにより電力残量が少ないときには、なるべくセルアンプ７１の動作回数を減らすことで
電力消費を抑える。すなわち、露光の間隔を長く設定しており、各ＭＯＳの動作周波数を
下げている。消費電力これは、ＣＶ2ｆ×個数に比例して増加するためである。
【００４６】
図１４は、電力残量を検出するための１例である電力残量検出装置の構成を示すものであ
る。ここで１０１、１０２は抵抗であり、該撮像素子の電力供給信号線ＳＩＧ１０１から
電流を受け電圧を発生する。省電力モードＳＩＧ１００は、この電圧と基準としての電圧
１０２をコンパレータ１０３により比較して得る。これらの検出にはＡ／Ｄ変換を併用し
た方法他が知られており、特に方法に制約を受けるものではない。また、プログラマブル
なタイミング発生に関しては、垂直読み出しプログラマブルタイミング制御部２１では、
図１５に示す如き構成をとる。１１１は基準クロックであり、１０９、１１０はＣＰＵ５
９からの設定を受け基準クロック１１１を計測する。そして、水平アドレス線７５に所望
の信号を水平アドレス・タイミング部１０７から出力する。図示はしないが、リセットプ
ログラマブル制御部および２３水平読み出しプログラマブルタイミング制御部２０に関し
ても同様な構成をとる。実施形態５においては、電力残量検出装置が検出手段に、ＣＰＵ
及びＴＧが処理手段に相当している。
【００４７】
（実施形態６）
本実施形態では、上記の実施形態1，2又は３，４で用いた撮像装置を画素毎の露光量制御
に用いた撮像システムについて説明する。
【００４８】
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図16は、上述した1，2又は３，４で用いた撮像装置53を用いた撮像システムの構成例であ
る。ここで、１はレンズ、54は撮像装置からの信号から画素毎の露光量を検出する露光量
検出部、59は露光量検出部からの情報に基づいて画素毎の露光時間を制御するように、動
作タイミングを発生させるためのTG58へ制御信号を送るCPUである。このようなシステム
構成にすることにより、露光量の多い部分の画素（明るい部分の光を受像）では、露光時
間を短くし、露光量の多い部分の画素（暗い部分の光を受像）では露光時間を長くするよ
うに制御することにより、被写体に明るい部分と暗い部分がある場合で、どちらの部分も
鮮明に撮像したい場合に有効となる。実施形態６においては、露光量検出部が露光量検出
手段に、ＣＰＵ及びＴＧが処理手段に相当している。
【００４９】
（実施形態７）
本実施形態では、上記の実施形態1，2又は３，４で用いた撮像装置を画素毎の読み出し制
御に用いた撮像システムについて説明する。
【００５０】
図１７は、上述した1，2又は３，４で用いた撮像装置53を用いた撮像システムの構成例で
ある。ここで、１はレンズ、55は撮像装置53からの１フレ－ム前の信号と１フレ－ム後の
信号を受け取りどの部分が変化しているか（動いているか）を検出する動き検出部であり
、59は動き検出部からの情報に基づいて動きがあった部分の画素の信号を読み出すように
、動作タイミングを発生させるためのTG58へ制御信号を送るCPUである。このようなシス
テム構成にすることにより、動画像を送信する場合に、動きがあった部分のみ送信するこ
とができ、送信情報量の圧縮となるとともに、消費電力の軽減にもつながる。実施形態７
においては、動き検出部が動き検出手段に、ＣＰＵ及びＴＧが処理手段に相当する。
【００５１】
【発明の効果】
以上のように、本発明の撮像装置ではさまざまな用途に向けて使用することが可能となる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態１で説明した撮像装置の図である。
【図２】実施形態１で説明した撮像装置を駆動させるためのタイミングチャ－トである。
【図３】実施形態１で説明した撮像装置を駆動させるためのタイミングチャ－トである。
【図４】実施形態２で説明した撮像装置の図である。
【図５】実施形態２で説明した撮像装置を駆動させるためのタイミングチャ－トである。
【図６】実施形態３で説明した撮像装置の図である。
【図７】セルアンプの構成を示す図である。
【図８】実施形態３で説明した撮像装置を駆動させるためのタイミングチャ－トである。
【図９】実施形態３で説明した撮像装置を駆動させるためのタイミングチャ－トである。
【図１０】実施形態４で説明した撮像装置の図である。
【図１１】実施形態４で説明した撮像装置を駆動させるためのタイミングチャ－トである
。
【図１２】実施形態５で説明した撮像システムの図である。
【図１３】撮像システム内のTGを説明するための図である。
【図１４】電源残量検出部の構成図である。
【図１５】撮像システム内のTGを説明するための図である。
【図１６】実施形態６で説明した撮像システムの図である。
【図１７】実施形態７で説明した撮像システムの図である。
【図１８】従来の撮像装置を示す図である。
【図１９】従来の撮像装置を駆動させるためのタイミングチャ－トである。
【図２０】セルアンプの構成を示す図である。
【図２１】従来の撮像システムの図である。
【符号の説明】
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１　レンズ
４　電源
５　ＡＧＣ
６　Ａ／Ｄ
７　映像信号処理部
８　フレーム・メモリ
２０　水平読み出しプログラマブル・タイミング制御部
２１　垂直プログラマブル・タイミング制御部
２２　リセット・プログラマブル・タイミング制御部
２４　Ａ／Ｄ変換タイミング制御部
３３　撮像装置
３８　ＴＧ
３９　ＣＰＵ
４０　水平読み出しタイミング制御部
４１　垂直タイミング制御部
４３　リセット・タイミング制御部
４４　Ａ／Ｄ変換タイミング制御部
５４　露光量検出部
５５　動き検出部
５８　ＴＧ
５９　ＣＰＵ
７０　光電変換素子
７１　セルアンプ
７２　垂直駆動部
７３　水平駆動部
７４　読み出し信号線
７５　水平アドレス線
７６　リセット線
７７　水平出力選択装置
７８　信号出力線
８０　リセット・トランジスタ
８１　選択トランジスタ
８２　読み出しトランジスタ
８３　転送トランジスタ
８６　転送信号線
１０１　抵抗
１０２　抵抗
１０３　コンパレーター
１０７　水平アドレス・タイミング制御信号
１０８　リセット・タイミング制御部
１０９　プログラマブル分周期
１１０　プログラマブル分周期
１１１　基本クロック
ＳＧ７５　水平アドレス信号
ＳＧ７６　リセット信号
ＳＧ７７　水平読み出し選択信号
ＳＧ１０１　電力信号線
ＳＧ１０２　電力検出基準電圧信号
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